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がるものと思われた,

逮)皮膚の血管炎を呈 し,滑膜虜が疑われた多

発性動脈炎の1例
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(新潟大学第二内科)

下肢の血管衆で発症し 弾膿轟を疑われた全身性血管

炎碍1症例を報告する.症例 :52歳,男性.1976年よ

り右下肢碍無痛性皮疹が出現し,飴射こ増悪した.1988

年9月,高熱が出現,腹部 CT から騨腰痛が疑われ

抗生剤によ巧改善した.その後転教艶 全身倦怠感,炎

症所見が持続 した上t1㌦ 1990年こHJ.当村に入P;L 肝.

牌を各々2横路触勤し,四肢をこ皮疹を認めた.腹部 CT

ては.牌雄に 101＼,dL,nS巾,こIrt､;l畑il.FJt･+)L､､,1t!∴ 左 卜腿

背側の皮膚生検では,金轡性血管魔の所見であった.諺

断の臼約も含め,6月2那ヨ蝉摘出術を行っ東二紙 碑臓の

組織ではチ古い血管炎の所見が認められた.その後,ス

テロイドによる治療を行い,良好な経過である.

5)皮膚症状を伴ったシI/-ダレジ症候群の 3

例

/1 ミ1-.-1 日 / 一 ･

症例1:TLq才女.1'⊥7..jj前(い)生した魔面し')紅斑tr_Ii:.

訴に来院.藤井,噂弧 廿[樟ー環状ハ浸潤性紅斑かも発.

口渇あり.抗核抗体×6鳩 抗 SSA 抗体×1,抗 SSB

抗体＼Jl,sLlhiml(了 sI(-st陽性.Si(-)graphyで appIL,

tree像あり.Predllisol川115mg〔LT)内服て皮疹と‖渇

は改善,以後漸減LTranilこ､IStを併j札

症例2:25才女.第 1[･妊娠中.矧柚こ紅Bf.か出現.

児は新生児エリテマト-デスであった,抗核抗体×5ま孤

抗 SSA 抗体×16,抗 SSIi抗体×16.Siogl･こIr-)hyll

唇生検で確診.経過中発熱と共に四肢に圧痛を伴う硬結

性紅斑が多発.

症例 3:68才女.口唇の鱗屑性紅斑を主訴をこ来院.輿

用剤で改善せず.舌も平坦で口渇か ).抗核抗体×10240,

test陽性.

Sjbgren症陳群は腺外症状として多彩な皮膚症状を

伴うことが知られているが皮疹の観察が早期診断につな
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八L-inicLー(I一lLIi-lrCinom Lrlは,壌液性腺癌細胞に頓机

した額円形ないし多角形の細胞の胞巣状増殖からなる腺

癌でテ腺房細胞より発生すると考えられている.本線藤

のほとんどは耳下腺に発生し,顎下腺,舌下腺,小唾液

腺に発生することは稀であるとされている.当科では申

1976年より1991年10月までの約15年間に,良性療藤38

例,悪性腫痴34例の唾液腺魔境72例を経験Lている.そ

のうち2例 (2.8%)が AcinicCellCwcinomaであっ

たキ今回この2例についてその概要を報告 した.性別 :

2例ごL_もに里f/仁 初診時隼齢 :56-6帰策.iF'J･均58歳.発

生部位 :人唾液腺 (_■孤 卜陳 1∴t:-r･卜腺 い.病悩期間 :

1-√1年.術前検査所見 :唾液腺追払 唾液腺Jンチて

腫慶組織が正常唾液組織を圧排している所見を認めた.

治療法 :手術十放治,手鮪+放治キ化療.予後 :経過蕗

好であり,再発,遠隔転移等の異常は認められない.

2)顎骨中心性癌が疑われた9例
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口腔癌のほとんどは軟組織から生じるが,極めて稀に

転移性ではなく顎骨内に原発するものがありチ顎骨中心

性癖と呼ばれている.当利けこおいて臨床的に顎骨中心性

癖が疑われた9例について,臨床,及び病理組織学的に

検討を加えたのでその概要を報告した.年齢は31歳から

70歳にわたり,男性7例,女性2例,部位は上顎2例,



学 会 記 事

下顎 7例であった.初診時の症状は,痩脹8例,捧痛 7

例 ,知覚障害5例であった.放射線学的には皮質骨の罪

薄化を伴った顎骨内部の膨隆が認められたものは竣例,

広範で虫喰い状の顎骨破壊像は5例に認められた.病理

組織学的診断は,扇平上皮癌が8例,療病腰が旦例であ

り,口腔粘膜に見られる扇平上皮癌は5例,やや性格の

異なる扇平上皮癌は4例であった,病理学的に歯原性上

皮の性格をもつもの,放射線学的に皮質骨の罪薄化をと

もなった顎骨内部の膨隆が見られるものは,顎骨中心性

癌であろうと考えられた,

3)口腔癌に対するne伊adjuvantchemotherapy

の検討

-CDDP 投与例について-
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口腔癌に対する CDDPneo-adjuvantehcmotheTaPy

について,臨床病理学的に検討 し報告 した.対象は昭和

62年7月から平成 3年6月までに治療 した口腔扇平上皮

癌 1次症例17例 (50歳から70歳)である,原発部位 :下

顎歯肉7例,雷5例,上顎歯肉2例 ,頬粘膜,口底,口

峡咽頭各 1例.病期 :Ⅲ期 7例,Ⅳ期10例,CDDP の

投与法は 50mg/m2 を点滴静注 津EP と併用14例,

CDDP単独3例)L,その後,手術 (12例),放射線治

磨 (5例)を施行 した.結果 :臨床1次効果は PR書8

例,NC･9例,秦効率項7言%であった.手術群12例の

病理組織学的効果 (太星ら)は ⅣB書1例,ⅡB･4例,

琵A･7例であった.PR群は組織学的にも効果が認め

られたのに対 し,NC群では組織学的にも効果を認めず,

これらは初診時生検像で高度悪性癌であった.PR群で

は再尭,藤轟死 1例のみをこ対し,NC群では再発4例,

遠隔転移 ユ例で,現在,娘癌生存2例,腫癌死2例であ

り,食倒の3年累横生存率は77.4%であった.

射 早期肺癌の外科治療成績

謎 監置 ･鶴 雅範 漂 芸錆 窟産品蒜)
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1990年末までに切除 した肺門部早期肺癌64例上 姉

895

莱糟部早期肺癌88例の計 152例の外科治療成鱗をこついて

検討 した.肺門部早期肺癌は男性62例､女性2例,肺末

櫓部早期肺癌は男性56例,女性32例であった.

結果 :し辛 射織型は肺門部早期肺癌で(･LtSq:62. d̂:

2.柿_末梢部早期肺癌では Ad:71,Sq:12.i.こl:1.

Sm二1.人d-Sq:1,(二∬ci11Oid:1てLTT'--､た.ば､Jlrli

門部早期肺癌術後の死亡例はま7例で,手術閑適死 i例を

除く16例車9例では術後噂療細胞診または窺管養親検査

にて腫癌細胞が検出写れた.肺束縛部早期肺癌術後死亡

例は10例で,肺癌再発または転移4例を含め鷹療関連死

を6例に認めた.③ 肺門部早期肺癌の3盤率86.4%,

5牛率76.500.10牛率63.50(了こあり.姉末約部早期肺

癌の3生率96.1%,5生率85.7%,10生率 81.6%で

あった.

5)19聖r･idium thinwireをこよる気管支腔内照

射の試み

一旦 :･- ･/ ･ ･:･. ;,､.∴ .j ..∴
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肺癌の集団検診に啄疾細胞診が行なわれるようをこなり,

胸部Ⅹ線写寡額所見で,気管支鏡上ごく早期と思われる

所見を宴する肺門型肺癌が発見されることが多くなって

きた.このような症例の治療は手術が lstchoiceと

されるが, 呼吸数能が悪 く手術の適鼻音外とされる症例も

多い.そういった症例には放射線の外照射が行なわれて

きたが,外照射では手術例に放 し啓発例が多くみられる

傾向があることから予再発例を減らすことき呼吸機能を

温存することを目的に,不破 らの方法を追試する形で

】92IridiLlm thinwireを用いた気管支腔内照射を91年

9月より開始 した.胸部Ⅹ線写薬療所見で気管支鏡上所

見があり,偏平上皮癌の確静がえられ 低肺磯能,重篤

疾患の合併などで手術の適応外とされた症例を第-の適

応と考え,外照射 40Gy/20fおよび腔内照射 5Gy/fx

5fを基準線亀として照射を試行中である,現在までに

12例の登録があり,11例が照射終了,1例が照射施行中

て]こ)I).
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